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研究成果の概要（和文）：本研究は，論争文学の虚構性と歴史性の両方に着目し，論争文書を歴史史料として読
みつつ歴史認識を深め，その現代的な価値を見いだすことであった．虚構としての文学を分析する手法を用いな
がら，流通とメディアに焦点をあて，歴史社会学及び社会史が着目してきたテクストの社会性を定義する境界領
域研究である．それゆえ政治史，文学史，社会史など，既存の複数の学問領域の研究者と共同で研究を進めた．
その成果は研究期間内に行われた複数回の発表，最終年度に実施された国際シンポジウムなどの形で，一般に公
開されている．

研究成果の概要（英文）：Our study aims to find the value of polemic texts as documents of history. 
We essayed to discover fictional and historical aspects of the polemic literature. Using the method 
of analysing fictions and focusing on circulation of printing matters and fonction of media, we also
 attempted to define the social nature of texts that historical sociology and social history have 
focused on. So we called our studies boundary area studies. Therefore, he collaborated with 
researchers in several existing disciplines such as political history, literary history, social 
history, etc. The results are open to the public in the form of multiple communications made during 
the research period, international symposiums conducted in the final year, and so on.

研究分野： 論争文学研究

キーワード： 論争文学　ジャンセニスム　アンシアン・レジーム　虚構文学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 近世フランス社会においては、王権によっ

て、書籍には必ず事前に出版許可を求めるよ

う定めた事前検閲制度が確立されていた。こ

のような王権の統制には、17 世紀の半ば頃か

ら、宗教文書の出版統制が含まれるようにな

っていた。宗教文書は元来、王権ではなく教

皇を頂点とする教権による判断が重視され

ていたにもかかわらず、王権は宗教書の統制

にまでその影響を及ぼそうとしていたと考

えられる。結果として、世俗の権力が宗教事

象の判定機関として権威を確立する契機が、

出版統制には孕まれていたのである。このよ

うな事態に対して、「ジャンセニスト」は危

機意識を抱いていた。ところで、幾ら宗教上

の論争とはいえ、それまでの一般的な手段で

あった教会での説教などでは、十分な影響力

を行使することが出来なくなっていた。ここ

に、当時の最大のメディアとしての書物の流

通と、それを享受する読者層あるいは公衆の

拡大、そして宗教事象や論争を可視化する作

家の役割が劇的に変化した理由がある。した

がって、「ジャンセニスム」運動を、その論

争文書に限定しつつ研究するということ自

体、その実、「ジャンセニスム」から離れ、

当時のメディアそのものが内包する数々の

現象を総体的に捉えるという、必然的に、極

めて広範な研究に接合されざるを得ないも

のである。  

 

２．研究の目的 

 本研究の目的は、論争文学の虚構性と歴史

性の両方に着目し、論争文書を歴史史料とし

て読みつつ歴史認識を深め、その現代的な価

値を見いだすことにある。論争文書では、論

敵への攻撃、読者の説得、流通システムへの

配慮などに、他の文学テクストにはない著し

い特徴が見られる。複数の論争陣営が対立す

る場合、どの陣営の主張が妥当性が高いかを

判定するには、執筆、読者、流通システムと

いう、テクストに内在・外在する諸要素の力

関係を考慮する必要がある。したがって本研

究は、虚構としての文学を分析する手法を用

いながら、流通とメディアに焦点をあて、歴

史社会学及び社会史が着目してきたテクス

トの社会性を定義する境界領域研究となる。 

 

３．研究の方法 

 本研究代表者はこれまで、17 世紀半ば、フ

ランスにおける内戦「フロンド」期に生産さ

れた多種多様な文書群「マザリナード」の分

析から論争文書の扱いについて学んできた。

「マザリナード」と同時期に生産された、初

期「ジャンセニスム」の論争文書を扱う上で、

こうしたノウハウと視点とは大いに活用す

べきものである。まずは、「ジャンセニスム」

論争の過程で生産された文書を総て列挙し、

年代順にまとめ目録化した。研究史上、1640

年代の「ジャンセニスム論争」の文書が網羅

されたことはない。次いで、完成した目録を

用いて、国内外の研究者との共同研究に着手

した。年代順の目録だけでなく、テーマや論

争系統の調査に資するような工夫が必要と

された。この過程で、より広いカテゴリーで

ある論争研究を中心に据え、「ジャンセニス

ム」はあくまで事例研究の一つとして取組む

ことになった。すなわち、17 世紀フランスに

限定することなく、他の世紀に関しても論争

の発生する場を共同で研究し知識を深める

必要を感じた。共同研究の成果をまとめるに

あたり、それぞれの研究者の専門領域（社会

史、歴史社会学、文学、文献学）の知識を持

ち寄り、シンポジウムという形で意見交換お

よび知識の普及に努めた。 

 

４．研究成果 

 研究の初期段階でまとめた「ジャンセニス

ム論争」に関わる論争文献や印刷物、パスカ

ル関連文書を用いて、主にフランスの研究者

との研究交流に努めた。海外からの研究者の



招聘、複数の講演会の企画、現地での資料調

査と研究交流、日本内外での研究発表やゼミ

ナール参加など、本研究では多角的な側面か

ら研究成果の受信と発信に努めた。また常に

そうして得られた知識の一般への還元につ

いて意識していた。成果の多くは、以下に掲

載する発表や論文、著作、共著などの形で発

表されている。 

 また本研究終了後、その成果を問うべくパ

リ第 3大学で開催されるシンポジウムに参加

し発表することを予定している。  
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